


確定申告

　

平
成
22
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
次

の
方
法
で
提
出
し
た
人
に
は
、
平
成
23
年
分

の
確
定
申
告
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
電
子
申
告
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）を
利
用
し
た
人

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
た
人

●
申
告
会
場
に
て
電
子
申
告
を
利
用
し
た
人

　

な
お
、
引
き
続
き
、
平
成
23
年
分
以
降
の

確
定
申
告
に
つ
き
ま
し
て
も
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

伊
勢
税
務
署　

管
理
運
営
部
門　
　

（
０
５
９
６
）
28
・
３
１
９
１

　
　
　
（
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を

　
　
　

選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

　

申
告
は
、
市
・
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
な
ど
を
算
定
す
る
大
切
な

基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
申
告
し
な
か
っ
た

り
、
う
っ
か
り
忘
れ
た
り
す
る
と
正
し
い
課

税
が
で
き
ず
、
ま
た
、
所
得
証
明
書
な
ど
の

発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
期
限
ま
で
に
必

ず
申
告
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
に
つ
い
て
は
個
人
通
知
し
ま
せ
ん
の

で
、
各
戸
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
（
平
成
24
年

度
市
・
県
民
税
申
告
に
つ
い
て
）
で
、
家
族

一
人
ひ
と
り
に
申
告
が
必
要
か
ど
う
か
ご
確

認
の
う
え
、
申
告
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

各
申
告
相
談
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ

れ
、
申
告
会
場
案
内
は
が
き
が
届
い
た
人
が

申
告
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
指
定
の
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
相
談
会
場
以
外
（
課
税
課
、

支
所
な
ど
）
で
は
申
告
相
談
は
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
不
動
産
や
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得

の
確
定
申
告
は
、
伊
勢
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
伊

勢
税
務
署
横
）
に
て
申
告
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。
市
の
会
場
で
は
、
譲
渡
所
得
の
申
告

相
談
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◎
年
金
所
得
者
の
所
得
税
の
申
告

　

平
成
23
年
分
所
得
税
か
ら
公
的
年
金
所
得

者
の
確
定
申
告
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
、
そ
の
他
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場

合
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
次
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
医
療
費
控
除
の
追
加
な
ど
に
よ
る
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
申
告
が
必
要
で

す
。

●
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
な

場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
く
わ
し
く
は
課

税
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
な
ど
の
書
類
が
届

か
な
い
場
合
で
も
、
申
告
が
必
要
で
あ
る
場

合
は
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
が
必
要
な
場
合
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
出
力
し
て
い
た
だ
く
か
、
税
務

署
、
課
税
課
、
各
支
所
に
て
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
の
申
告
、所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た

申
告
期
限　

３
月
15
日（
木
）ま
で

　

●
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

課
税
課　
　
　

44
・
０
２
１
１　

FAX

44
・
５
２
６
０　

　

●
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

伊
勢
税
務
署　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
０
５
９
６
）
28
・
３
１
９
１　

所
得
税
、市
・
県
民
税
の

申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た

申
告
が
必
要
か
ど
う
か

ご
確
認
く
だ
さ
い

確
定
申
告
書
が
届
か
な
い

場
合
で
も
申
告
は
必
要
で
す

　

所
得
税
お
よ
び
市
・
県
民
税
の
申
告
は
、

所
得
や
控
除
の
状
況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い

る
納
税
者
自
身
が
自
主
的
に
申
告
す
る
こ
と

を
基
本
と
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
期
間
中
に
ご
自
分
で
作
成
し
た
申
告

書
は
、
課
税
課
ま
た
は
各
支
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、申
告
相
談
会
場
を
利
用
す
る
際
は
、

事
業
所
得
に
つ
い
て
、
事
前
に
収
支
内
訳
書

（
収
入
支
出
を
ま
と
め
た
も
の
）
を
作
成
し
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
相
談
会
場
は
混

雑
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
自
書
申
告
」に

ご
協
力
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
申
告

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
と
い
う
）

の
世
帯
お
よ
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
保
加

入
者
は
、
国
保
税
の
所
得
割
の
算
定
や
軽
減

の
判
定
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

判
定
な
ど
の
た
め
、
所
得
の
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

収
入
の
な
い
人
や
非
課
税
収
入
の
み
の
人

で
も
、
国
保
の
各
種
判
定
な
ど
を
す
る
た
め

に
所
得
の
把
握
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
期
間
中
に
市
・
県
民
税
で
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
書
送
付
に
関
す
る

お
し
ら
せ
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確定申告・窓口臨時開庁、延長

と　

き　

２
月
20
日
（
月
）
～
24
日
（
金
）、

　
　
　
　
　
　

27
日
（
月
）
～
29
日
（
水
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
正
午
、
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館　

２
階

対
象
者　

①
平
成
22
年
分
の
所
得
金
額
（
青
色
申
告
特

典
控
除
お
よ
び
専
従
者
控
除
前
）
が
３
０
０

万
円
以
下
の
人

②
消
費
税
課
税
事
業
者
の
場
合
、
基
準
期
間

（
平
成
21
年
分
）
の
課
税
売
上
高
が
３
千
万

円
以
下
で
、
①
に
該
当
す
る
人

※
譲
渡
所
得
（
土
地
、
株
式
な
ど
）・
山
林

所
得
・
贈
与
税
の
申
告
を
す
る
人
、
税
務
署

へ
の
来
署
案
内
が
届
い
て
い
る
人
は
税
務
署

な
ど
の
確
定
申
告
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

　

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書
類
一

式
、
平
成
21
・
22
年
分
の
申
告
書
な
ど
の
控

え
、
源
泉
徴
収
票
、
各
種
控
除
証
明
書
（
社

会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
な
ど
）、
医
療
費

な
ど
の
領
収
書
、
印
鑑
、
預
金
口
座
番
号
の

分
か
る
も
の
、
電
卓
、
筆
記
用
具

問
い
合
わ
せ

伊
勢
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門

（
０
５
９
６
）
28
・
３
１
９
１

　
　
　
（
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を

　
　
　

選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

市
民
課　

44
・
０
２
１
０

FAX

44
・
５
２
６
０

　

毎
年
３
月
末
に
市
役
所
の
窓
口
は
引
越
し

の
届
け
な
ど
を
す
る
人
で
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
た
め

に
、
転
入
・
転
出
・
転
居
手
続
き
や
こ
れ
に

伴
う
諸
証
明
の
発
行
な
ど
の
窓
口
を
臨
時
開

庁
い
た
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

と
こ
ろ　

市
役
所
（
１
階
）

※
く
わ
し
い
業
務
内
容
な
ど
は
広
報
し
ま
３

月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

２
月
の
月
曜
日

（
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
）

　

市
民
課
窓
口
時
間
を
19
時
ま
で
延
長
し
、

住
民
票
や
税
務
証
明
書
の
一
部
な
ど
各
種
証

明
書
の
発
行
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
と
は
、
自
宅
な
ど
か
ら
い
つ

で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
や

納
税
な
ど
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
、

本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証
明
書
を
付

し
て
、
申
告
期
限
内
に
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う

と
、
所
得
税
額
か
ら
最
高
４
，
０
０
０
円
の

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
平
成
19

～
22
年
分
の
申
告
で
適
用
を
受
け
た
人
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
）。

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に
は
開
始
届
出

書
の
提
出
、
電
子
証
明
書
付
の
住
基
カ
ー
ド

の
取
得
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
伊
勢
税
務
署
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

HPhttp://w
w

w
.nta.go.jp/

確
定
申
告
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
が

便
利
で
す

税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談
所

 

市
民
課
窓
口
延
長
日

３
月
25
日（
日
）

日
曜
窓
口
臨
時
開
庁

・
窓
口
延
長
日

広報用イラスト応募作品
「冬」

山
やまかわ

川あすみさん（小5）
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里
さ と う み

海

　

市
で
は
、
河
川
や
海
域
の
一
般
的
な
環
境

調
査
と
し
て
、
水
質
や
海
底
に
堆
積
し
た
泥

の
成
分
に
つ
い
て
、
定
期
的
な
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

水
域
の
環
境
保
全
に
関
す
る
様
々
な
規
制

は
、
水
中
や
泥
に
含
ま
れ
て
い
る
有
機
物
の

量
や
窒ち

っ
そ素
、
リ
ン
と
い
っ
た
富
栄
養
化
の
原

因
と
な
る
物
質
の
量
を
基
準
と
し
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
調
査
を
継
続
し
て
実

施
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
環
境
基
準
は
、
水
域

の
富
栄
養
化
を
防
止
す
る
と
い
う
視
点
を
重

視
し
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
生
き
物
が
育
つ

た
め
の
環
境
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
は
非
常

に
困
難
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
は
生
き
物
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
水

質
や
底
質
以
外
に
「
そ
の
場
所
に
住
ん
で
い

る
生
き
物
の
種
類
や
量
」
を
し
っ
か
り
と
把

握
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
環
境
省
の
支

援
を
受
け
て
、
海
岸
に
す
む
生
き
物
の
種
類

や
量
を
調
べ
る
「
英
虞
湾
い
き
も
の
調
査
隊

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、８
人
が
一
組
と
な
り
、

一
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
調
査
を
実
施
す
る

も
の
で
、継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
き
物
の
種
類
や
量
の
変
化
を
把
握
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
生
き
物
の
変
化
は
、
そ
の

場
所
の
環
境
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
環
境
を
知
る
た

め
の
調
査
と
し
て
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
健
康
診
断
は
、
水
質
や
底
質
を
基
準

に
「
き
れ
い
な
海
」
で
あ
る
か
を
判
断
す
る

の
で
は
な
く
、「
生
き
物
の
生
息
状
況
」
や

窒ち
っ
そ素

や
リ
ン
な
ど
の
「
栄
養
が
陸
と
海
と
の

間
を
ス
ム
ー
ズ
に
循
環
し
て
い
る
か
ど
う

か
」
を
判
断
基
準
と
し
て
、
海
の
健
康
度
を

診
断
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

英
虞
湾
で
は
、
海
底
に
大
量
の
有
機
物
が

堆
積
し
、
海
底
付
近
の
酸
素
が
欠
乏
す
る
こ

と
で
生
き
物
が
少
な
く
な
る
な
ど
の
症
状
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
症
状
を
改
善
し

て
行
く
た
め
の
治
療
が
必
要
で
あ
る
と
診
断

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
質
や
底
質
、
生
き
物
の
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
か
ら
、
海
の
状
態
を
き
ち
ん
と
評

価
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

市
で
は
英
虞
湾
を
モ
デ
ル
と
し
て
「
海
の

健
康
診
断
」
に
取
り
組
み
、
真
珠
養
殖
な
ど

の
水
産
業
が
継
続
で
き
る
「
健
康
な
海
」
と

し
て
の
診
断
基
準
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
「
新
し
い
里
海
創
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
単
に
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
の
で
は

な
く
、
自
然
か
ら
得
ら
れ
る
恵
み
を
持
続
的

に
活
用
し
て
行
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
自
然
環
境
の
状
況
を
知
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、ど
の
く
ら
い「
稼
げ
て
」、

「
学
べ
て
」、「
遊
べ
た
」
か
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
と
状
況
を
把
握
し
、
取
り
組
み
を
進
め

て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
里
海
と
し
て
の
評
価
指
標
と
し

て
、
漁
業
の
漁
獲
量
や
志
摩
市
を
訪
れ
る
観

光
客
の
人
数
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現

在
、
策
定
を
進
め
て
い
る
志
摩
市
里
海
創
生

基
本
計
画
の
策
定
委
員
会
に
お
い
て
、
ど
う

い
っ
た
項
目
を
指
標
と
し
て
使
用
し
て
行
く

の
か
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
の
成
果
を
き
ち
ん
と
評
価
し
、

関
係
者
が
共
有
し
な
が
ら
、
新
し
い
里
海
の

創
生
に
向
け
て
柔
軟
に
取
り
組
み
を
進
め
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

シリーズ

稼
げ
る
！ 

学
べ
る
！ 

遊
べ
る
！

新
し
い
里
海
の
創
生
を
め
ざ
し
て
No.11

海
の
健す

こ

や
か
度
を
知
る

「
海
の
健
康
診
断
事
業
」

自
然
環
境
の
状
態
を
知
る

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

生
き
物
の
多
様
性
を
知
る

「
英
虞
湾
い
き
も
の
調
査
隊
事
業
」

新
し
い
里
海
と
し
て
の
評
価

問
い
合
わ
せ里

海
推
進
室　

44
・
０
２
０
６

FAX

44
・
５
２
６
２

E-mail

satoum
i@

city.shim
a.lg.jp

広報用イラスト応募作品
「アマモとゆかいな仲間たち」
島
し ま だ

田このみさん（磯部町・中3）
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パブリックコメント・公告、縦覧

皆さんの意見を募集します！
①志摩市里海創生基本計画（案）
　「志摩市里海創生基本計画」は、総合計画の後期基本計画において重点的に取り組むこととなった「新
しい里海創生によるまちづくり」を進めるための基本的な取り組み方針を定める計画となります。
　今回の計画（案）は、里海創生基本計画策定委員会において、今後４年間を対象とした取り組みの方
向性や関係者の役割分担などについて検討し、作成されたものです。
　豊かな自然に恵まれた志摩市の産業や市民生活を維持していくことができるような計画とするため、
皆さんのご意見をお待ちしています。
意見募集期間　２月 13日（月）～３月９日（金）
提出先・問い合わせ　里海推進室　 44・0206　FAX 44・5262　E-mail satoumi@city.shima.lg.jp

②（仮称）家庭用資源物とごみの分け方・出し方（案）
　現在、磯部町山田地区に整備を進めています鳥羽志勢広域連合新ごみ処理施設が平成 26 年度に稼働
する予定です。現在の市のごみ分別区分は、合併前の旧町の分別区分を引き継いでおり、資源物などの
分別方法が旧町ごとに異なっております。
　本市では、稼働の１年前の平成 25 年４月から、新ごみ処理施設の分別区分に合わせ、市全域で資源
物とごみの分け方を細分化、統一し、もやせるごみの減量とごみの資源化を進めます。
　平成 25 年度以降の「( 仮称 ) 家庭用資源物とごみの分け方・出し方 ( 案 )」に対する意見を募集しま
すので、皆さんのご意見をお聞かせください。
意見募集期間　２月１日（水）～ 17日（金）
提出先・問い合わせ　美化衛生課　 44・0229　FAX 44・5261　E-mail bika@city.shima.lg.jp

③志摩市森林整備計画（変更）案の公告、縦覧
　平成 24 年度から志摩市森林整備計画が変わります。この変更案がまとまりましたので、皆さんのご
意見をお聞かせください。
意見募集期間　２月２日（木）～３月５日（月）
提出先・問い合わせ　農林課　 44・0288　FAX 44・5262　E-mail norin@city.shima.lg.jp

●募集対象者
【①・②】１. 市内に住所を有する人　２. 市内に事務所または事業所を有する個人および法人その他の団体
　　　　  ３. 市内に存する事務所または事務所に勤務する人　４. 市内の学校に在学する人
　　　　  ５. その他計画などに利害関係を有する人

【③】計画（変更）案に意見のある人

●意見などの提出方法
【①・②・③共通】1. 担当課または各支所へ書面の持参（※③のみ所定の様式にて）
　　　　　　　　  2. 各担当課へ郵送、ファックス、E メール
　　　　　　　　 ※①・②・③とも、住所、名前、連絡先を示していただく必要があります。

●計画（案）、素案などの掲載公表方法
【①・②・③共通】担当課および各支所窓口での閲覧（縦覧）
【①・②】市ホームページに掲載

●結果の公表　※提出された意見は、次に掲げる事項を公表します（個人情報は除く）。
【①・②】１. 意見の概要　２. 意見に対する策定委員会などや市の考え方
　　　　  ３. 計画などを修正した場合に修正した内容
　　　　 ※提出していただいた書面はお返しできませんのでご了承ください。
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防災シリーズ「とある家庭の防災講座」

防
災
シ
リ
ー
ズ 

そ
の
⑩
問
い
合
わ
せ　

44
・
０
２
０
３　

FAX

44
・
５
２
５
２　

地
域
防
災
室　
E-mail

chiikibosaishitsu@
city.shim

a.lg.jp

日
ご
ろ
か
ら
備
え
を

　

今
後
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
東
海
・

東
南
海
・
南
海
地
震
。
い
ざ
発
生
し
た
時
に

必
要
に
な
る
の
が
水
や
食
糧
な
ど
の
備
蓄
品

で
す
。

　

今
回
の
「
と
あ
る
家
庭
の
防
災
講
座
」
で

は
食
糧
備
蓄
の
仕
方
や
注
意
点
、
そ
し
て
非

常
持
ち
出
し
袋
の
準
備
な
ど
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

水
　

飲
料
水
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
生
活
用
水

の
備
蓄
も
必
要
で
す
。
大
人
一
人
に
対
し
、

一
日
あ
た
り
３
リ
ッ
ト
ル
を
基
準
に
備
蓄
し

ま
し
ょ
う
。
水
の
い
ら
な
い
シ
ャ
ン
プ
ー
や

歯
ブ
ラ
シ
も
準
備
し
て
お
く
と
、
水
の
使
用

量
を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

簡
易
ト
イ
レ

　

震
災
時
に
は
断
水
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

水
洗
ト
イ
レ
の
使
用
に
影
響
が
出
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
生
活
用
水
と
し
て
の
水
の
備

蓄
や
凝
固
剤
を
使
う
タ
イ
プ
の
簡
易
ト
イ
レ

セ
ッ
ト
な
ど
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
市
で
は
、県
の
被
害
想
定
に
基
づ
き
、

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
が
同
時
に
発
生

し
た
場
合
の
避
難
者
、
帰
宅
困
難
者
、
観
光

客
の
３
日
分
の
食
糧
を
想
定
し
、
備
蓄
す
る

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
現

在
の
備
蓄
食
糧
は
市
民
全
員
の
分
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
各
家
庭
、
各
職
場
な
ど
に
は

そ
れ
ぞ
れ
で
備
蓄
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
家
庭
で
の
備
蓄
は
ど
の
よ
う
に

行
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

志
摩
市
備
蓄
食
糧
計
画
に
つ
い
て

　

防
災
上
の
観
点
か
ら
言
わ
れ
る
食
糧
備
蓄

は
最
低
３
日
分
で
す
。
し
か
し
、
市
は
そ
の

地
理
的
性
質
か
ら
外
部
か
ら
の
援
助
物
資
の

到
着
が
遅
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、

１
週
間
分
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
備
蓄
食
糧
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
が

備
蓄
し
て
い
る
も
の
な
ど
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

カ
ン
パ
ン
・
パ
ン
の
缶
詰

　

長
期
保
存
が
利
き
、
開
封
後
も
比
較
的
保

管
が
し
や
す
い
た
め
、
備
蓄
品
と
し
て
は
最

適
で
す
。
年
配
の
人
に
は
、
や
わ
ら
か
い
パ

ン
の
缶
詰
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

１
人
３
日
分
以
上
の
準
備
を

ア
ル
フ
ァ
米

　

水
、
ま
た
は
お
湯
を
注
い
で
作
る
ご
飯
で

す
。
白
米
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
種
類
が
あ

り
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。
水
の
量
を
調
整
す
れ
ば
お
か
ゆ

の
よ
う
に
も
な
り
、
年
配
の
人
も
食
べ
や
す

く
な
り
ま
す
。

非
常
持
ち
出
し
袋

　

内
容
物
の
目
安
と
し
て
、男
性
で
15
キ
ロ
、

女
性
で
10
キ
ロ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
重
す
ぎ

る
と
素
早
い
避
難
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

次
の
リ
ス
ト
を
参
考
に
必
要
だ
と
思
う
も
の

を
揃
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
避
難
す
る
際

に
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
、
置
き
場
所
を

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
沿
岸
部
で
津
波
の
危
険

が
あ
る
場
合
は
、
無
理
に
持
ち
出
そ
う
と
せ

ず
、
高
台
へ
逃
げ
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

カンパン、パンの缶詰

アルファ米

非常持出袋

持出袋に必要なものリスト
○非常食、保存水　　○マッチ、ライター
○ LED ライト、ろうそく
○消毒液、ばんそうこう、包帯
○防寒シート、レジャーシート
○携帯簡易トイレ　　○タオル、ティッシュ

その他あると便利なもの
○通帳、印鑑、現金　○携帯ラジオ、乾電池
○紙皿、紙コップ　　○ゴミ袋、スリッパ
○ナイフ、工具　　　○洗面用具
○風邪薬、常備薬

広報用イラスト応募作品
「防災」

平
ひ ら が

賀柊
しゅうへい

兵さん（阿児町・小4）
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市
で
は
、
２
月
１
日
か
ら
災
害
情
報
な
ど

の
伝
達
を
補
完
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
緊

急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
を
運
用
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携

帯
電
話
利
用
者
の
う
ち
、
対
応
機
種
を
持
っ

て
市
内
に
い
る
人
へ
避
難
勧
告
な
ど
の
緊
急

的
な
情
報
を
一
斉
配
信
す
る
も
の
で
す
。
な

お
、
事
前
登
録
は
不
要
で
、
通
信
料
や
情
報

料
な
ど
は
無
料
で
す
。

配
信
す
る
情
報

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
通

じ
て
、
避
難
情
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
配
信

し
ま
す
。

●
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
な
ど
の
避
難
情
報

●
津
波
、
大
津
波
警
報

●
国
民
保
護
情
報
な
ど

※
大
雨
警
報
な
ど
の
気
象
情
報
は
、
緊
急
速

報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
に
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。

受
信
に
つ
い
て

　

機
種
に
よ
っ
て
は
簡
単
な
受
信
設
定
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

●
受
信
で
き
な
い
場
合
（
電
源
オ
フ
時
や
圏

外
の
場
合
、
電
波
状
況
の
悪
い
場
合
な
ど
）

※
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
詳
細
・
対
応
機
種
な
ど

に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
窓
口
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.nttdocom

o.co.jp/service/
safety/areeam

ail/index.htm
l

エ
リ
ア
メ
ー
ル
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）

の
運
用
を
始
め
ま
し
た

　

市
で
は
、
２
月
１
日
か
ら
、
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
電
子
メ
ー
ル
で
、
緊
急
情

報
を
配
信
す
る
「
緊
急
情
報
メ
ー
ル
」
を
運

用
し
て
い
ま
す
。

　

受
信
に
は
、
事
前
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
録
用
ア
ド

レ
ス（p-shim

acity@
haishin.city.shim

a.
m

ie.jp

）に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

※
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
機
能
を
ご
利
用
の
人
は

空
メ
ー
ル
送
信
前
に

@
haishin.city.shim

a.m
ie.jp 

か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
設
定

し
て
く
だ
さ
い
。
設
定
方
法
に
つ
い
て
は
、

各
電
話
会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

志
摩
市
緊
急
情
報
メ
ー
ル

の
運
用
を
始
め
ま
し
た

乾
電
池
の
交
換

　

乾
電
池
を
長
期
間
電
池
ボ
ッ
ク
ス
へ
入
れ

た
ま
ま
だ
と
、
液
も
れ
を
起
こ
し
、
戸
別
受

信
機
本
体
が
故
障
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

液
漏
れ
防
止
の
た
め
、
乾
電
池
は
未
使
用
で

も
１
年
に
１
回
交
換
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
停
電
時
に
は
乾
電
池
へ
電
源

が
切
り
替
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、
１
日

ほ
ど
で
乾
電
池
を
消
耗
し
て
し
ま
い
ま
す
。

停
電
が
発
生
し
た
後
に
は
、
乾
電
池
の
残
量

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

急
に
受
信
状
況
が
悪
く
な
っ
た
ら

■
新
し
く
購
入
し
た
電
化
製
品
を
周
囲
に
設

置
し
て
い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
戸
別
受
信
機
と
テ
レ
ビ
、
電
話
な
ど
の

電
化
製
品
は
な
る
べ
く
別
の
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
電
源
を
と
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ア
ン
テ
ナ
接
続
部
分
に
衝
撃
を
与
え
る
と

器
具
が
破
損
し
、
放
送
電
波
を
正
し
く
受
信

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
の
破
損
や

接
続
部
分
の
ぐ
ら
つ
き
な
ど
が
あ
っ
た
場
合

は
、
地
域
防
災
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ地

域
防
災
室　

44
・
０
２
０
３

FAX

44
・
５
２
５
２

E-mail

chiikibosaishitsu@
city.shim

a.lg.jp

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
確
認
を

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
志
摩
市
暴
力
団

排
除
条
例
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
「
志

摩
市
お
よ
び
志
摩
市
教
育
委
員
会
が
設
置
す

る
公
の
施
設
か
ら
の
暴
力
団
排
除
措
置
要

綱
」
を
制
定
し
、
本
要
綱
を
実
効
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
運
用
協
定
を
平
成
23
年
12
月
27

日
に
鳥
羽
警
察
署
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
要
綱
は
、
公
共
施
設
の
利
用
を
暴
力
団

と
疑
わ
れ
る
団
体
や
関
係
者
が
使
用
を
申
し

出
た
場
合
、
利
用
し
よ
う
と
す
る
人
お
よ
び

利
用
目
的
に
つ
い
て
鳥
羽
警
察
署
に
照
会
を

行
い
、
暴
力
団
と
判
明
す
れ
ば
、
利
用
の
許

可
を
取
り
消
す
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
公
の
施
設
に
お
け
る
暴
力
団
の
不

当
な
活
動
を
排
除
し
、
施
設
の
適
正
な
利
用

を
確
保
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
が
設
置
す
る
公
の
施
設
か
ら

の
暴
力
団
排
除
措
置
要
綱
運
用

協
定
を
鳥
羽
警
察
署
と
締
結
し

ま
し
た

調印式

広報用イラスト応募作品
「防災」

西
に し い あ ず み

井亜澄さん（阿児町・小4）

※
今
後
、
他
の
携
帯
電
話
会
社
か
ら
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
た
場
合
は
、
順
次
拡

大
す
る
予
定
で
す
。
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被災地派遣

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
、
も
う
す
ぐ
一

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
昨
年

９
月
20
日
か
ら
３
週
間
、
宮
城
県
気
仙
沼
市

の
避
難
所
で
避
難
所
運
営
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
被
災
地
で
、
私
が
支
援
に
行
っ
て

見
聞
き
し
た
こ
と
、
体
験
し
た
こ
と
な
ど
肌

で
感
じ
た
そ
の
ま
ま
を
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え

し
た
い
と
思
い
、
次
の
５
つ
の
項
目
が
、
頭

に
入
れ
て
お
く
べ
き
こ
と
と
感
じ
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
大
地
震
が
起
き
た
ら
予
想
以
上

の
津
波
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
気

仙
沼
市
で
は「
た
だ
ち
に
高
台
に
避
難
す
る
」

と
い
う
最
も
基
本
的
な
動
作
が
守
ら
れ
ず
、

自
動
車
乗
車
の
ま
ま
犠
牲
に
な
っ
た
人
は
少

な
く
な
い
の
で
す
。
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
の
安

易
な
判
断
は
禁
物
で
す
。

　

第
二
は
、
常
に
避
難
す
る
場
所
を
考
え
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
気
仙
沼
市
の
人
の
話
し

で
は
、
と
り
あ
え
ず
ビ
ル
に
避
難
し
た
市
民

が
、
救
助
さ
れ
る
ま
で
に
３
日
を
要
し
た
と

い
う
実
例
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ビ
ル
の
周
囲

に
溜
ま
っ
た
海
水
が
、
救
助
を
遅
ら
せ
る
原

因
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

第
三
は
、
携
帯
電
話
な
ど
通
信
機
能
が
使

用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
気
仙
沼
市

で
は
、
各
避
難
所
と
本
部
と
の
連
絡
が
一
週

間
も
で
き
ず
、
避
難
者
に
ま
っ
た
く
情
報
が

伝
わ
っ
て
な
か
っ
た
状
況
で
、
後
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
衛
星
電
話
支
援
に
よ
り
、
よ
う
や
く
連
絡

や
情
報
が
入
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

第
四
は
、非
常
食
も
大
切
で
す
が
、水
・
米
・

野
菜
な
ど
が
非
常
に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
気
仙
沼
市
の
あ
る
地
区
避
難
所
に
、
何

百
人
も
避
難
者
が
集
ま
っ
た
際
に
食
料
不
足

に
な
り
、
被
害
の
少
な
い
各
家
庭
か
ら
米
や

野
菜
を
持
ち
寄
り
、
助
か
っ
た
と
い
う
体
験

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
米
や
野
菜
な
ど
は
集

め
れ
ば
何
百
人
も
の
食
糧
に
変
わ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

第
五
は
、
避
難
所
の
縮
小
に
よ
り
、
場
所

が
移
動
し
て
い
く
こ
と
の
覚
悟
も
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
の
支
援
期
間
の
最
後
の

日
に
、
鹿
折
地
区
避
難
所
が
閉
鎖
に
な
っ
た

経
験
か
ら
思
い
ま
し
た
。
よ
う
す
る
に
、
避

難
所
や
仮
設
住
宅
は
期
限
付
き
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

最
後
に
、
自

分
で
助
か
る
方

法
を
考
え
、
自

分
の
食
べ
る
も

の
は
自
分
で
確

保
し
て
お
く
こ

と
と
、
で
き
る

か
ぎ
り
皆
さ
ん

が
助
け
合
う
と

い
う
基
本
が
災

害
時
に
最
も
重

要
な
こ
と
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

避
難
所
支
援
か
ら
学
ん
だ
こ
と

住
宅
営
繕
課　

西に
し
ざ
き﨑　

真ま
さ
と人

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

～
職
員
奮
闘
記
～

鹿折中学校体育館避難所内
ダンボールによる間仕切状況

　

９
月
初
旬
か
ら
約
３
週
間
、
気
仙
沼
市
に

お
い
て
業
務
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
今
回
実
際
に
避
難
所
で
被
災
者
と

ふ
れ
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
私
が
気
仙
沼
市
に
着
い
た
３
日
後

に
、
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
鹿
折
中
学
校
で

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
人
々

と
ふ
れ
あ
う
目
的
か
ら
運
動
会
へ
の
出
場
に

つ
い
て
悩
ん
だ
末
に
、
中
学
校
に
参
加
さ
せ

て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
先
生

も
是
非
と
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
と
返
事
を

も
ら
い
ま
し
た
の
で
50
ｍ
走
や
ハ
ー
ド
ル
走

に
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
、走
る
前
に
は「
三

重
県
志
摩
市
か
ら
支
援
に
来
て
頂
い
て
お
り

ま
す
・
・
・
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
走
っ
た
後
も
避
難
所
の
人
々
か

ら
た
く
さ
ん
の
声
を
掛
け
て
頂
き
ま
し
た
。

運
動
会
に
参
加
し
た
お
か
げ
で
、
生
徒
や
避

難
所
の
人
々
と
気
軽
に
声
を
掛
け
合
え
る
よ

う
に
な
り
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
業
務
の
合
間
に
、
避
難
者
の
人
々

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。
あ
る

60
歳
過
ぎ
の
人
は
、「
５
歳
と
２
歳
の
孫
が

津
波
に
や
ら
れ
た
ん
よ
。」
と
涙
な
が
ら
に

話
し
、
そ
れ
を
聞
い
た
と
き
は
う
な
ず
く
だ

け
で
掛
け
る
言
葉
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
の
支
援
活
動
期
間
中
に
多
く
の
人
々
が

避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
へ
引
っ
越
し
す
る
こ

と
と
な
り
、
移
動
の
手
伝
い
も
数
多
く
し
ま

し
た
。
そ
の
中
に
避
難
所
に
い
る
時
か
ら
仲

良
く
さ
せ
て
頂
い
た
老
夫
婦
が
居
ま
し
た
の

で
、
様
子
を
伺
お
う
と
避
難
所
近
く
の
引
っ

越
し
先
の
仮
設
住
宅
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ

ろ
、「
ま
あ
狭
い
け
ど
入
っ
て
な
。
弁
当
ば
っ

か
じ
ゃ
飽
き
る
じ
ゃ
ろ
。」
と
住
宅
の
中
に

お
招
き
い
た
だ
き
、
き
ゅ
う
り
の
漬
け
物
や

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
お
ふ
か
し
を
出
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ら
を
ご
馳
走
に
な
り
な
が
ら
、

被
災
当
時
の
状
況
や
何
度
も
テ
レ
ビ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
こ
と
な
ど
の
話
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
災
地
の
人
々
と
い
ろ
い

ろ
な
形
で
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
強
く
感
じ
た
の
が
、
被
災
地

の
人
々
は
本
当
に
心
が
優
し
く
親
切
で
あ

り
、
我
慢
強
い
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、
支
援
期
間
中
も
全
国
各
地
か
ら

様
々
な
支
援
物
資
な
ど
が
届
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
今
後
は
復
興
に
向
け
て
の
人
的
な
支
援

も
多
く
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
み
ん
な
で

支
援
し
続
け

る
こ
と
が
大

事
で
あ
り
、

志
摩
市
か
ら

も
被
災
地
を

元
気
づ
け
る

取
り
組
み
が

出
来
た
ら
と

強
く
感
じ
ま

し
た
。

被
災
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て

住
宅
営
繕
課　

前ま
え
だ田　

和か
ず
ひ
さ久
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市有地売却

 
市
有
地
の
売
却
に
つ
い
て

 市有地の売却について、次のとおり一般競争入札による売却を行います。希望される人
は現地を確認のうえ、入札に参加してください。

■売却物件
　下記の表記載のとおり

■入札参加申込書の提出
　①申込締切日時：２月６日（月）から 29 日（水）17 時まで
　②提出場所：財政課（市役所５階）

■入札および説明会の開催予定
　入札参加資格が確認された人に、改めて通知させていただきますが、次の日程を予定
　しています。
　①入札日：３月 12 日（月）14 時 （受付は 13 時 30 分から）
　②場　所：市役所４階　405 会議室

■落札決定と契約
　①入札会場で開札し、最低売却価格以上の金額で入札をした人のうち、最高価格で入
　　札したものを落札者とします。
　②落札決定の通知の日から５日以内に契約をし、そのときに代金の全額を支払うか、
　　契約保証金（代金の１割以上）を支払いし、後日 30 日以内に全額を支払いします。

　入札に参加を希望される人は、直接財政課まで関係書類を取りに来てください（郵送
での請求は出来ません）。
　関係書類は入札に参加するための資格審査を行うために必要ですので、提出のない場
合は入札に参加することが出来ません。
　また、入札参加資格が確認された人には入札参加資格確認通知書を発送します。この
通知とともに ｢入札参加の留意事項｣「入札の心得」などの書類が同封されます。

■入札参加資格について
　以下の人は入札に参加できません。
　①満 20 歳未満の人
　②当該入札に関する事務に従事する職員
　③当該入札に係る契約を締結する能力を有しない人
　④破産者で復権を得ない人
　⑤市税などを滞納している人
　なお、入札参加資格の無い人が行った入札および入札に関する条件に違反した入札は
　無効とします。

■問い合わせ
　財政課　 44・0204　FAX 44・5252　E-mail zaisei@city.shima.lg.jp

物件番号：１ 地積：下記のとおり 【位 置 図】

最低売却価格：11,100,000 円

所在地　阿児町鵜方字中之河内1375番1

地　目　宅　地

地　積　351.52㎡

※物件内に中部電力株式会社の電柱お
　よび支線が越境している。
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がん検診

～乳がん（マンモグラフィ・エコー）検診のお知らせ～
今年度より志摩市民病院でも乳がん検診が受診できるようになりま
した。希望する人は、志摩市民病院へお申し込みください。
< 自己負担額 >
　マンモグラフィ：1,200 円　　エコー：1,200 円
　下記に該当する人は、すべてのがん検診が無料になります。
　※ 70 歳以上の人
　※市の国民健康保険に加入している人

〈対象年齢〉
マンモグラフィ：40 歳以上で偶数年齢の女性　　エコー：30 歳～ 39 歳、40 歳以上で奇数年齢の女性

〈受診上の注意〉
●対象年齢は、平成 24 年 4 月 1 日時点の年齢です。
●同じ検診を年度に 2 回受診した場合は、2 回目は全額自己負担になります。
●検診受診の際は、健康保険証を必ずお持ちください。
●マンモグラフィを受診される人で、三重乳がん検診ネットワークカードをお持ちの人は持参してくださ
　い。

乳がん・子宮がん検診推進事業の対象の人へ
対象となる人へは、事前に無料クーポン券を郵送しています。
まだ受診していない人は有効期限内に受診してください。
有効期限　平成 24 年 3 月 31 日

＜問い合わせ＞
　総合保健センター　  44・1105　FAX 44・1102　　大王保健センター　 72・5963　FAX 72・5964
　磯部保健センター　 55・4011　FAX 56・0750

（予約受付：月～金　14時～16時）
志摩市民病院　 72・5555

親子ふれあい教室、おっぱい相談
（第３回）のご案内

親子ふれあい教室（第３回） おっぱい相談（第３回）

日　時 ２月23日（木）
10時～11時30分

親子ふれあい教室と
同日開催

９時30分からの予約制
定　員 12人 ４人
申込締切 ２月17日（金）

内　容
・ベビーマッサージ講話、
　実技
・母子保健サービスの紹介

・母乳育児でのトラブルの
　解消方法
・親子にあった授乳パターン

持ち物 バスタオル、レジャーシート 母子健康手帳
場　所 サンライフあご３階　和室　検診室

日　時 ３月５日（月）10時～11時30分

定　員 15人

申込締切 ３月２日（金）

内　容
「生まれてみよう」　◆子宮内体験　◆安全な出産とは？
　　　　　　　　　◆むし歯菌は家族からうつる？
　　　　　　　　　◆子育てについて考えてみましょう！

持ち物 母子健康手帳、飲食物など体調に合わせて

場　所 サンライフあご　健康相談室

と　き ところ

対象は、年齢 18 歳～ 64 歳で体重 50㎏以上の人
です。
※男性のみ、17 歳の人も対象となります。
※ 65 ～ 69 歳までの人は、60 ～ 64 歳までの間
　に献血経験がある人に限られます。

2月23日
(木)

10時～11時 株式会社トーエネック鵜方営業所
11時30分～12時30分 志摩消防署

14時～15時 株式会社志摩電子工業

15時30分～16時30分 中部電力株式会社
志摩サービスステーション

400ml献血にご協力ください

※両教室とも申し込み期間中であっても定員になり次第締め切ります。
※託児を希望される人は申し込み時に連絡してください。

申し込み・問い合わせ　総合保健センター　 44・1100

マタニティー教室（第３回）のご案内
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広告主募集

「広報しま」、「志摩市ホームページ」、「磯部地域予約運行型バス車内」
に掲載する広告の広告主を募集します

＜バス車内広告イメージ＞

掲載規格および掲載料金
広告媒体 掲載期間 申込期限 サイズ 掲載料 募集枠数

広報しま

3 か月 1単位
複数単位の申込み可。
※ただし、年度を越える
　期間は不可。
　最長 4 単位 (12 か月）

4 月～ 6月号は
2月 17日 ( 金 )
※以降については、お
　問い合わせください。

縦55mm
×

横88mm
（1段2分の1相当）

1単位
30,000円 8

志摩市
ホームページ
バナー広告

1 か月 1単位
複数単位の申込み可。
※ただし、年度を越える
　期間は不可。
　最長 12 単位 (12 か月）

順次募集
※申込日によって掲載
　開始月は異なります
　ので、くわしくはお
　問い合わせください。

縦50ピクセル
×

横140ピクセル

1単位
5,000円 18

磯部地域
予約運行型
バス車内広告

平成24年4月1日
～

平成25年3月31日
2月24日（金）17時

縦112mm
×

横172mm
（A5横）

1単位
15,000円 2

※「広報しま」は平成 24 年 4 月号から平成 25 年 3 月号まで、「志摩市ホームページ」は平成 24 年 4 月 1 日から平成 25
　年 3 月 31 日までの掲載分です。

◆申込方法
　広告掲載申込書に広告原稿を添えて、締切日までに持参・郵送・ＦＡＸ・Ｅメールのいずれかの方法によっ
て、市役所総務課に申し込んでください。
◆原稿デザイン
　広告原稿は広告主で作成してください。掲載料に広告原稿デザインおよび作成費用は含まれません。
◆掲載の決定
　申込書、広告原稿を要綱などに照らし審査のうえ、市税などの納付状況を調査し決定します。広告掲載
希望者が募集した枠数を超えるときは、抽選により決定します。

くわしくは、市ホームページ http://www.city.shima.mie.jp/gyosei/koukoku/kokoku/ をご覧ください。

サイズ見本

広 告

広報しま掲載スペース
複数枠の希望も可能です。
2 枠を希望された場合、サイズは
縦55㎜×横180㎜となります。

ホームページ
バナー広告
スペース

問い合わせ　総務課　 44・0201　FAX44・5252　E-mail somu@city.shima.lg.jp
Shima City Public Relations11



市長コラム

～ 志摩市休日夜間応急診療所 ～
場　　所　県志摩庁舎
　　　　　（旧志摩保健所）２階
電話番号　43・5899
診療科目　内科・小児科
診療時間
□印の日は夜間
　 19時30分～22時00分
○印の日は昼間
　（日曜・祝日診療の日）

9時30分～12時30分
　 13時30分～16時30分

※県志摩庁舎正面玄関前駐車場は使用できま
　せんので、庁舎南側駐車場をご利用ください。

2月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29

3月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

Vol.

38市長コラム

如
月（
き
さ
ら
ぎ
・
２
月
の
別
名
）

　

梅
が
そ
の
枝
先
に
、
命
の
躍
動
を
鮮
烈
に

表
現
し
た
若
き
芽
を
出
す
こ
の
季
節
、
中
に

は
元
気
す
ぎ
て
花
を
見
せ
る
た
く
ま
し
い
梅

も
見
え
る
こ
の
季
節
、
気
温
が
ゆ
る
み
、
す

ぐ
近
く
に
春
の
到
来
を
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
そ
う
は
い
っ
て
も
三
寒
四
温
の
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、寒
気
の
ゆ
り
も
ど
し
で
、

時
折
急
な
冷
え
込
み
な
ど
が
あ
り
、
春
ま
だ

遠
か
ら
じ
と
思
う
日
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま

す
。
天
候
に
は
ご
留
意
を
い
た
だ
き
十
分
な

健
康
管
理
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
如
月
の
語
源
と
意
味
は
諸
説
あ
り
、

基
本
的
に
は
草
木
が
春
を
迎
え
る
準
備
に
更

生
す
る
こ
と
を
言
う
の
だ
そ
う
で
す
が
、
言

葉
の
ひ
び
き
か
ら
、
一
説
に
は
、
寒
さ
し
の

ぎ
に
は
も
う
一
枚
着
物
を
重
ね
る
と
い
う
の

で
、
こ
の
２
月
を
衣
更
着
（
き
さ
ら
ぎ
）
と

言
う
そ
う
で
す
。
こ
ち
ら
の
方
が
な
ん
と
な

く
納
得
し
て
し
ま
う
解
釈
で
す
。
他
に
も
草

木
の
芽
が
張
り
出
す
月
で
あ
る
か
ら
「
草
木

張
月
（
く
さ
き
は
り
づ
き
）」
と
言
う
の
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
よ
く
似
た
こ
と
と
し
て
、
私
た
ち

の
心
も
生
活
も
同
じ
で
、
胸
に
不
安
と
か
心

配
ご
と
が
懸
念
さ
れ
、
自
分
自
身
や
家
族
を

そ
し
て
地
域
を
守
る
た
め
、
そ
の
不
安
や
心

配
ご
と
を
払
し
ょ
く
す
る
に
は
、
心
と
生
活

の
中
に
準
備
と
言
う
着
物
と
、
用
心
と
言
う

着
物
を
、
も
う
一
枚
重
ね
着
す
る
こ
と
が
大

切
で
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
い
ま
だ
復
興
ま
ま
な
ら
な
い
、

残
酷
で
凄せ

い

惨さ
ん

な
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
台

風
12
号
・
15
号
で
の
災さ

い

厄や
く

な
ど
、
実
に
思
い

が
け
な
い
災
害
が
私
た
ち
の
国
を
襲
い
ま
し

た
。私
た
ち
の
志
摩
市
と
こ
の
地
域
一
帯
が
、

東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
、
南
海
地
震
の
３

連
動
に
よ
る
震
災
と
津
波
の
襲
来
が
、
近
い

将
来
発
生
す
る
と
言
わ
れ
、
東
海
地
震
防
災

対
策
強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
た
の
が
10
年
前

の
２
０
０
２
年
の
こ
と
で
し
た
、
当
時
は
心

配
こ
そ
す
れ
危
機
感
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
の
現
実
と
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ

た
凄
ま
じ
い
光
景
は
、
私
た
ち
に
改
め
て
、

こ
の
地
域
へ
、あ
の
よ
う
な
震
災
と
津
波
が
、

確
実
に
遠
く
な
い
日
に
、
も
し
か
す
る
と
明

日
に
で
も
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
言
う

心
持
ち
と
不
安
を
認
識
さ
せ
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
震
災
・
災
害
に
備
え
て
志

摩
市
地
域
防
災
計
画
を
策
定
・
改
定
し
、
昨

年
の
震
災
以
来
自
治
会
な
ど
の
ご
協
力
も
い

た
だ
き
な
が
ら
、
内
外
共
に
対
策
と
準
備
を

し
つ
つ
動
い
て
い
ま
す
。
地
震
災
害
や
津
波

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
ず
、
い
っ
た

ん
発
生
す
る
と
瞬
時
に
地
域
一
帯
を
襲
う
こ

と
か
ら
、
そ
の
時
点
で
は
住
民
は
も
ち
ろ
ん

消
防
職
員
も
役
所
職
員
も
一
斉
に
被
災
者
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
急
き
ょ
の
対

応
と
救
援
対
策
が
と
ら
れ
る
と
は
言
え
、
全

市
的
な
災
害
救
助
に
、
消
防
機
能
や
役
所
機

能
が
機
動
す
る
ま
で
に
は
若
干
の
時
間
の
ず

れ
が
発
生
し
ま
す
。

　

い
つ
も
お
話
す
る
こ
と
で
す
が
、
自
助
・

共
助
・
公
助
の
被
災
時
の
時
間
的
原
則
を
ご

理
解
い
た
だ
い
て
、
災
害
初
期
に
は
そ
れ
ぞ

れ
が
ま
ず
自
分
自
身
と
家
族
を
守
る
と
い
う

対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
次
に
と
り
急
い
で

近
所
の
方
々
が
助
け
合
い
協
力
し
て
、
次
に

全
市
的
に
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と
へ
の
ご

理
解
と
対
応
を
、
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
市
民
お
一
人
お
ひ
と
り
が
災
害
に
備
え

て
の
防
災
意
識
を
つ
ち
か
う
と
共
に
、
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
「
津
波
て
ん
で

ん
こ
」（
※
）
の
考
え
方
で
心
の
防
波
堤
を

築
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
間
お
配

り
し
ま
し
た
志
摩
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
の
中

に
も
防
災
マ
ッ
プ
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す

が
、
今
年
は
さ
ら
に
国
・
県
の
情
報
を
い
た

だ
き
な
が
ら
新
し
い
防
災
マ
ッ
プ
を
作
り
、

お
配
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。そ
の
節
に
は
防
災
マ
ッ
プ
を
は
さ
ん
で
、

ご
家
族
ご
近
所
で
防
災
と
避
難
に
つ
い
て
現

実
的
な
お
話
し
合
い
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
し
、
地
域
の
防
災
訓
練
に
は
必
ず
の

参
加
を
お
願
い
し
、
心
に
用
心
と
準
備
と
言

う
衣
を
重
ね
て
着
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※
津
波
て
ん
で
ん
こ
・
・
・
岩
手
県
三
陸
地

方
で
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
「
て
ん

で
ん
こ
」
は
「
て
ん
で
ば
ら
ば
ら
に
」
の
意
。

津
波
が
来
た
ら
他
人
に
か
ま
わ
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
必
死
に
逃
げ
よ
と
い
う
教
え
。
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トピックス

出場選手

　平成 24 年志摩市成人式が、志摩文化会館で開催
され、今年は 557 人が再会を喜び、晴れの門出を祝
いました。
　式典では、市長や来賓の祝辞が送られ、市長から
は「志摩の地に生まれ育ったことを誇りに、また志
摩人としての自覚を胸に、国はもとより、志摩市発
展のために若いエネルギーを存分に活かしてくださ
い」とエールが送られました。
　また新成人代表による「誓いのことば」では、「志
摩市に生まれ育ったことを誇りとして、これからの
生活が人生でかけがえのない宝物になるよう「志」
をもって生きていくことを誓います」と成人として
の決意を語りました。

監　督　北
き た い

井　正
ま さ あ き

秋（日本安全警備K.K）
コーチ　河

か わ は ら

原　弘
ひ ろ か ず

一（河原クリーニング店）

平成24年
志摩市成人式

1月8日

　2月19日（日）に第 5 回美
う ま

し国三重市町対抗駅伝が
開催されます。市からも監督とコーチを含め 22 人
の代表選手が出場します。
　くわしくは大会ホームページをご覧ください。
http://mierk.jp/pref_ekiden/
問い合わせ
スポーツ食育課　 44・0350　FAX 44・5263

第5回
美
うま

し国三重市町対抗駅伝
市代表選手の紹介小学生女子（１区）　　久

く の

野　七
な な み

海（浜島小学校）
　　　　　　　　　　西

に し

　　琴
こ と み

美（鵜方小学校）
小学生男子（２区）　　山

や ま も と

本　恭
た か ず み

澄（鵜方小学校）
　　　　　　　　　　助

す け だ

田　有
ゆ う や

弥（磯部小学校）
中学生女子（３区）　　山

や ま ぐ ち

口　未
み ゆ

夢（文岡中学校）
　　　　　　　　　　竹

た け む ら

村　綾
あ や ね

音（文岡中学校）
中学生男子（４区）　　中

な か は た

畑　亮
り ょ う と

人（船越中学校）
　　　　　　　　　　山

や ま も と

本　昴
こ う

央（文岡中学校）
40 歳以上男子（５区）　岩

い わ さ き

崎　充
み つ ひ ろ

宏（シーサイドホテル鯨望荘）
　　　　　　　　　　中

な か が わ

川　典
の り お

夫（郵便局）
ジュニア男子（６区）　山

や ま も と

本　拓
た く と

音（県立宇治山田商業高等学校）
　　　　　　　　　　岩

い わ さ き

崎　瞭
りょうすけ

介（県立伊勢高等学校）
一般女子（７区）　　　山

や ま ぐ ち

口　未
み く

来（文岡中学校）
　　　　　　　　　　野

の む ら あ き こ

村愛生子（文岡中学校）
20 歳以上女子（８区）　寺

て ら お

尾あや子
こ

（至学館大学）
　　　　　　　　　　岡

お か

　　美
み ゆ き

幸（市大王学校給食センター）
ジュニア女子（９区）　岡

お か だ

田　紘
ひ ろ な

奈（県立宇治山田商業高等学校）
　　　　　　　　　　向

む か い

井　詩
し お り

織（県立伊勢高等学校）
20 歳以上男子（10 区）　谷

た に ぐ ち

口　雄
ゆ う ま

真（志摩広域消防組合）
　　　　　　　　　　中

な か い

井　　駿
しゅん

（磯部小学校講師）
（敬称略） 応援よろしくお願いします!!

作・県立志摩高等学校　漫画研究部
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トピックス

　県と市が、共通した認識の上で住民サー
ビスの向上や市との連携の強化を図るた
め、知事が志摩市を訪れ、市長と 1 対 1 対
談を行いました。
　対談では、市が取り組んでいる新しい里
海創生や地域防災の取り組みについて市長
が説明し、支援の要望をしました。
　鈴木知事は「専任の部署を設けることは
できないが、市の窓口となって海洋基本法
などについて国と調整できるよう、組織改
正の中でどこが担当するか、持ち帰って
しっかり支援したい」と答えました。

新しい里海創生について
支援を要望

～知事と市長の１対1対談～
１２月１７日

　「新しい里海創生」によるまちづくりに向け、阿児
町立神の石淵にて市民のみなさんと協力し干潟再生実
験を実施しています。そして、その効果を実感してい
ただくために、アオサの養殖試験を実施していまし
た。
　その養殖試験の結果、アオサは良好に生長し、1 か
月で1網から約800ｇの乾燥アオサが収穫できました。
収穫したアオサは色も良く、品質も高いことがわかり
ました。

再生干潟におけるアオサ養殖

　大王町波切漁港で、毎年恒例の年末海族市が開催さ
れました。市内を中心とした 38 業者の 49 ブースで、
新鮮な魚介類や各種干物、農作物や真珠製品など、伊
勢志摩の特産物がずらりと並び、5 日間で昨年を上回
る 3 万 6 千人が訪れ、にぎわいをみせました。
　また、お楽しみ抽選会や恵利原早餅つきなども行わ
れ、来場した人々を楽しませていました。

御
み け

食つ国志摩・年末海族市
１２月21日～25日

　全国でも類をみない、立神に伝わる珍しいしめ縄飾
りの“丸しめ巻き”づくりが立神の宇

う き ひ

気比神社で行わ
れました。今年の春に生えた女

め だ け

竹と言われる竹を使
い、円形に 24 本立て縄で巻いていきます。2 基作ら
れた丸しめ巻きには、五穀豊穣を願い米や昆布が供え
られました。

立神・丸しめ巻き　　　　　 １２月25日

Shima City Public Relations 14



トピックス

　志摩文化会館で、平成 24 年志摩市消防出初式が開
催されました。式典では、永年勤続や職務に精励した
団員 190 人が表彰されました。
 式典終了後は、越賀漁港において各方面隊の可搬消
防ポンプ 10 台による一斉放水が行われ、防災の決意
を新たに新年のスタートを切りました。

平成２４年志摩市消防出初式　 １月4日
　浜島小学校で、子どもたちに税金について知っても
おうと、課税課職員が租税教室を開催しました。
 教室では、税金についてのビデオの上映や、税の使
い道や役割、仕組みなどについて身近な例をあげなが
らわかりやすく説明した講義が行われ、子どもたちは
熱心に聞き入っていました。

租税教室 ～税金ってなに？～  １月13日

　志摩の冬のおやつとして親しまれている「きんこ」
の出荷が始まりました。
　生産農家が多い安乗地区では、初日におよそ千袋が
出荷されました。きんこは、添加物を使っていない自
然食品として県外からも問い合わせがあるほどの人気
を集めています。ＪＡ鳥羽志摩では、2 月末まででお
よそ 4 万 5 千袋の出荷を見込んでいます。

きんこの出荷始まる　　　　  １2月9日

　地域の資源を利用した特産品として、志摩の伝統食
のきんこを使った焼酎“志州隼人”の完成発表会が市
商工会で開催されました。
　焼酎は、伊勢市の酒造会社と協力して作られ、きん
この原料である“ハヤトイモ”の皮の独特の香りと芋
の甘味が特徴の“志州隼人”と、きりっとした芋焼酎
の味わいが楽しめる“志州隼人ゴールド”の 2 種類が
発表されました。

きんこ焼酎発表会　　　　　 １2月17日

　三重県下水道公社主催の第 24 回下水
道ポスターコンクールにおきまして、た
くさんの応募作品の中から、鵜方小学校
6 年 澤原水月さんの作品が入選となり
ました。おめでとうございます。

下水道ポスターコンクール入選
鵜方小学校6年  澤

さ わ は ら み づ き

原水月さん
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すくすくラ ンド 2月の子育て支援事業のご案内

　

去
る
12
月
５
日
、「
し
ま
ふ
れ
あ
い
人
権

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
よ
り
多
い
、
市
内
の
小
中

学
生
約
７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
小
学

生
は
阿
児
ア
リ
ー
ナ
・
ベ
イ
ホ
ー
ル
、
中
学

生
は
市
立
図
書
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
で
そ
れ
ぞ

れ
作
文
発
表
と
意
見
交
流
を
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
作
文
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
３
人
が
作
文
を
朗
読
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
に
そ
っ
て
各
学
校
か
ら
参
加
し
た
児

童
生
徒
が
意
見
や
自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
出

し
合
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
は
も
ち
ろ
ん
事
前
学
習
を

通
し
て
自
分
や
友
だ
ち
、
家
族
の
こ
と
を
考

え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
『
考
え
方
』
を
知
る
機
会

と
も
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
悩
み
や
不
安
に
負
け
ず
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
る
姿
を
書
い
た
作
文
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
に
自
分
を
重
ね
、

意
見
交
流
を
す
る
子
ど
も
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。「
隠
れ
て
い
る
自
分
の
値
打
ち
」

に
お
互
い
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の

感
想
が
届
き
ま
し
た
の
で
そ
の
一
つ
を
紹
介

し
ま
す
。

　
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
小
学
６
年
の
こ
ろ

か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
人
権

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
良
い
雰
囲
気
で
、
自
分
の
言

い
に
く
い
こ
と
も
発
表
し
や
す
い
で
す
。
今

年
は
、
自
分
の
亡
く
な
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
こ
と
を
少
し
と
、
地
域
の
人
と
の
関
わ
り

で
思
っ
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
私

自
身
、
意
見
を
言
え
て
よ
か
っ
た
し
、
他
の

人
の
意
見
を
聞
い
て
、
自
分
の
考
え
方
を
見

直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。『
そ
ん
な
こ
と

を
思
っ
て
い
た
の
』
と
か
『
私
の
意
見
と

ち
ょ
っ
と
ち
が
う
な
』
と
思
っ
た
り
も
し
ま

し
た
。し
ま
ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
あ
っ
て
ほ
し
い
し
、
参

加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
る
べ
く

た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て
、
意
見
を
出
し

合
っ
て
、
人
権
に
つ
い
て
深
く
考
え
て
い
け

た
ら
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。」
こ
の
よ
う
に
、

『
大
切
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
。』
と
い
う
感
想
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
ま
ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
市

内
の
小
中
学
生
が
集
い
、
互
い
に
高
め
合
う

場
で
す
。
そ
の
成
果
を
持
ち
帰
り
、
各
小
学

校
の
校
内
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
活
か
せ
て
い
ま

す
。

事　　業 と　　　き と　こ　ろ
育児サークル
こえびちゃん

毎週
火・木・土 10時～11時30分 浜島生涯学習センター

53・1511

育児サークル
わらじっこ

毎週
火 ･ 金 9時30分～11時30分 大王第三保育所

72・2264

園庭・遊戯室
開　　　　放

毎週水曜 9時～11時 浜島保育所
53・1220

毎週火曜 9時～11時30分 大王第三保育所
72・2264

9日（木） 9時30分～11時30分 志島保育所
45・2215

園庭開放

毎週水曜 9時30分～11時30分 布施田保育所
85・4904

改修工事期間中、お休みです。 和具保育所
85・3217

9日（木）

9時30分～11時

ひのでが丘保育所
55・0577

23日（木） ひまわり保育所
55・0177

毎月
第1木曜

下之郷保育所
55・2347

※和具保育所園庭開放は、改修工事期間中、お休みになります。くわしくは、和
具保育所にお問い合わせください。

志摩子育て支援センター　 85・0940
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時
13時～16時

子育てサロン 9時～12時
13時～15時

子育て支援センターわくわくの森　 44・1117
事　業 と　　き

センター開放

毎週月～金 9時～11時30分
13時～15時30分育児相談

園庭開放

磯部子育て支援センター　 55・1741
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時
13時～16時

子育てサロン 9時～12時
13時～15時

ひよこクラブ
（0・1歳
2歳以上）

23日（木） 10時～11時30分

※いずれの事業も開催日が祝日の場合はお休みです。

じ
ん
け
ん
コ
ー
ナ
ー
�

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
子
ど
も

た
ち
が
出
会
い
、
と
も
に

学
び
、
励
ま
し
合
う
場
」

生
涯
学
習
人
権
教
育
課  

44
・
０
３
３
９

FAX

44
・
５
２
６
３
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図書館だより
新しく入った本を紹介します（★は児童書です）

ゲゲゲの老境三昧
水
み ず き

木しげる／著【健康】

長男・宗平、次男・しげる、三男・幸夫、
３人合わせて 270 歳！ゲゲゲの３兄弟が
ウルトラ長寿の秘法を大公開。ご一家マ
ンガ「幽霊」も完全収録。

★空とぶペンギン
やまだともこ／作【よみもの】

空の向こうからペンギンが飛んできた。
「ペンギンはもともと空を飛べるんだよ」
じゃあ、なんで今まで飛んでるところを
見たことがないのかって？

ジェントルマン
山
や ま だ え い み

田詠美／著【小説】

誰もが羨む美貌と優しさを兼ね備えた青
年・漱太郎。同級生の夢生は、ある嵐の夜、
漱太郎の紳士の姿に隠された、恐ろしき
犯罪者の貌を垣間見る。

★どこいったん
ジョン ･ クラッセン／作【絵本】

ぼくのぼうし、どこいったん？大事な赤
いぼうしをなくしたくまが、動物たちに
聞いて回ります。絵本作家・長谷川義史
が初めて翻訳に挑戦した、大阪弁の絵本。

イベント案内  
※2月18日～3月7日までのイベントを

　　　　　　　　　　　　　ご案内します
館室名 と　き 内　容

市　立
2月27日(月) 11時～ おはなし会（赤ちゃんむけ）

3月 3 日(土) 11時～ おはなし会

志　摩
2月25日(土) 14時30分～ よみきかせかい

3月 7 日(水) 11時～ よみきかせかい（赤ちゃんむけ）

磯　部 2月18日(土) 13時30分～ 古文書学習会

志摩市立図書館　  43･8000　FAX 43･8003　志摩図書室　  85･7801　FAX 85･2563　磯部図書室　  55･2881　FAX 55･2935

◆特別整理休館のおしらせ◆
　2 月 1 日（水）～ 11 日（土）の期間、蔵書の点検・整理・補修などのため、
志摩市立図書館、志摩図書室は休館します。
※磯部図書室は、施設移転のため 2 月 1 日（水）から 3 月 31 日（土）
まで休館となります。ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。

カレンダー（2月5日～3月10日まで）

日 月 火 水 木 金 土

²⁄₅ 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 ³⁄₁ 2 3

4 5 6 7 8 9 10

○市立図書館休み　△志摩・磯部・大王・浜島休み
□全館休み　※磯部図書室は 3 月 31 日まで休み

 

え
び
す
が
丘
の
は
な
し

　

宇う

き

ひ

気
比
神
社
の
丘
に
つ
づ
く
西
側
一
帯
を
、「
え
び
す
が
丘
」
と
云
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
こ
に
大
き
い
え
び
す
さ
ま
の
座
像
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
え
び
す
像
は
、
昭
和
の
初
め
ご
ろ
町
内
の
有
志
の
人
達
が
、
協
力
し

て
資
材
を
集
め
、
畳
屋
の
辻つ

じ
む
ら
さ
だ
き
ち

村
定
吉
さ
ん
が
造
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
え
び
す
が
丘
一
帯
は
、
古
墳
が
あ
る
と
こ
ろ
で
、
大
昔
の
墓
場
で
あ

り
ま
し
た
。
安
政
地
震
の
と
き
の
古
文
書
に
は
、
こ
の
丘
を
寺
岡
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
代
に
は
極
楽
寺
の
卵ら

ん
と
う
ば

塔
場
が
、
宇
気
比
神
社
の
端
ま
で
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

昔
と
言
っ
て
も
そ
う
古
い
昔
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伊
勢
の
山
田
か
ら
兄
弟

の
建
具
屋
が
浜
島
に
き
て
与よ

よ

ま

右
門
屋
の
家
を
借
り
て
商
売
を
し
て
い
ま
し
た

が
、こ
の
兄
弟
が
山
田
の
古
道
具
屋
で
買
っ
た
と
い
う
高
さ
三
尺
（
約
九
十
糎
）

の
、
え
び
す
像
を
床
の
間
に
祀ま

つ

っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
建
具
屋
の
隣
に
、
次
郎
屋
の
お
す
さ
お
ば
さ
ん
が
、
ま
た
そ
の
隣
に

は
新
八
屋
の
お
つ
な
ば
あ
さ
ん
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
建
具
屋
の
兄
が
急
に
腕
が
痛
み
、
建
具
仕
事
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

次
郎
屋
の
お
ば
さ
ん
と
、
お
つ
な
ば
あ
さ
ん
が
見
舞
い
に
い
き
ま
し
た
が
、

い
つ
も
床
の
間
に
祀
っ
て
あ
る
え
び
す
様
が
な
い
の
で
、
二
人
は
兄
に
問
い

詰
め
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
数
日
前
に
、
こ
も
に
巻
い
て
大
矢
の
浜
に
捨
て
た
と
い
う
の
で
す
。

　

二
人
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
え
び
す
様
を
捨
て
た
の
で
、
そ
の
た
た
り

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
不
安
げ
に
言
う
の
で
、
弟
が
大
矢
の
浜
に
探
し
に

行
き
ま
し
た
。

　

え
び
す
様
は
、
だ
れ
か
が
見
つ
け
た
の
か
、
岩
の
上
に
安
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
驚
い
た
こ
と
に
、
え
び
す
様
は
、
兄
が
病
ん
で
い
る
腕
と
同
じ
方

の
腕
が
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

弟
は
え
び
す
様
を
大
事
に
抱
え
て
家
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

兄
は
、
片
手
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
捨
て
た
自
分
に
罰
が
あ
た
っ
た
の
だ

と
大
い
に
ざ
ん
げ
し
、
腕
の
痛
さ
を
こ
ら
え
て
、
え
び
す
様
の
片
方
の
腕
を

造
っ
て
取
り
つ
け
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
兄
の
病
ん
で
い
た
腕
の
痛
み
は
、
そ
の
日
か
ら
す
っ
か
り
よ

く
な
り
ま
し
た
。

　

鰹
舟
の
船ふ

な
ぬ
し主
を
し
て
い
た
長ち

ょ

う

べ

兵
衛
屋
の
親
父
さ
ん
が
、
こ
の
え
び
す
像
を

も
ら
い
う
け
て
、
寺
岡
に
祀
り
大
漁
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

こ
の
崎
か
ら
、
寺
岡
の
こ
と
を
「
え
び
す
が
丘
」
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔「
浜
島
町
の
む
か
し
ば
な
し
」よ
り
〕

む
か
し
ば
な
し 

�
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お知らせ

給
食
物
資
納
入
登
録
業
者
を

募
集
し
ま
す

　

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
浜
島
・
大
王
・

志
摩
・
阿
児
・
磯
部
）
が
発
注
す
る
給
食
物

資
の
納
入
登
録
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
希
望

す
る
業
者
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

登
録
資
格

①
志
摩
市
競
争
入
札
資
格
者
名
簿
に
登
録
済

　

み
で
あ
る
こ
と　

②
志
摩
市
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
選
定

　

要
綱
を
遵
守
し
、
各
給
食
セ
ン
タ
ー
の
指

　

定
時
間
に
材
料
の
納
入
が
で
き
る
こ
と

受
付
期
間

　

２
月
10
日
（
金
）
～
28
日
（
火
）
の
う
ち

　

土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
平
日
の
９
時

　

～
17
時

登
録
申
請
書
類

①
登
録
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）　

※
各
給
食
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す

②
保
健
所
の
営
業
許
可
証
写
し

③
食
品
衛
生
監
視
票
写
し

納
入
品
目

①
精
肉
お
よ
び
加
工
品

②
青
果
物

③
魚
介
類
お
よ
び
加
工
品

④
牛
乳
お
よ
び
乳
製
品

⑤
酒
類

⑥
乾
物

⑦
調
味
料

⑧
豆
腐
類

⑨
麺
類

⑩
米
穀
類

　

市
内
の
学
校
体
育
施
設
（
体
育
館
・
運
動

場
）
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
利
用

団
体
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対　

象

　

市
内
に
在
住
、
在
勤
す
る
５
人
以
上
（
原

則
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
な
ど
に
加

入
）
の
成
人
を
責
任
者
と
し
た
団
体

受
付
期
間

　

２
月
１
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

登
録
方
法

　

申
請
用
紙
を
ス
ポ
ー
ツ
食
育
課
ま
た
は
各

施
設
（
阿
児
ア
リ
ー
ナ
・
大
王
公
民
館
・
磯

部
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
浜
島
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
・
志
摩
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

で
受
け
取
り
、
登
録
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
食
育
課　

44
・
０
３
５
０

FAX

44
・
５
２
６
３

学
校
体
育
施
設
の
利
用
団
体

登
録
を
受
け
付
け
ま
す

⑪
冷
凍
食
品

⑫
そ
の
他

登
録
申
請
場
所

　

各
給
食
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
参
、
ま
た
は

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
複
数
の
給

食
セ
ン
タ
ー
に
登
録
申
請
す
る
場
合
も
、
い

ず
れ
か
1
か
所
へ
の
提
出
で
結
構
で
す
。

登
録
有
効
期
間

平
成
24
年
４
月
１
日
～
平
成
25
年
３
月
31
日

※
く
わ
し
く
は
、
各
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

浜
島
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

〒
５
１
７
・
０
４
０
４
浜
島
町
浜
島
３
０
８
３
番
地

53
・
０
６
３
３

大
王
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

〒
５
１
７
・
０
６
０
３
大
王
町
波
切
１
５
０
６
番
地
２

72
・
１
３
４
３

志
摩
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

〒
５
１
７
・
０
７
０
３
志
摩
町
和
具
３
１
４
番
地
１

85
・
５
９
６
６

阿
児
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

〒
５
１
７
・
０
５
０
２
阿
児
町
神
明
１
５
３
８
番
地
１
０

43
・
４
７
３
５

磯
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

〒
５
１
７
・
０
２
１
４
磯
部
町
迫
間
４
２
６
番
地
８

55
・
１
１
２
４

　

平
成
24
年
度
に
公
共
道
路
や
公
共
施
設
な

ど
の
環
境
美
化
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
っ
て
い
た
だ
け
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
16
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
公

園
清
掃
や
花
植
え
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

平
成
24
年
度
美
化
パ
ー
ト
ナ
ー

事
業
活
動
団
体
募
集

～
み
ん
な
の
ま
ち
を
美
し
く
～

支
援
対
象
と
な
る
活
動
例

●
市
が
管
理
す
る
道
路
・
河
川
な
ど
の
清
掃

　

お
よ
び
除
草
な
ど
の
作
業

●
市
が
管
理
す
る
施
設
・
公
園
・
空
地
に
お

　

け
る
花
壇
作
り
な
ど
の
作
業

支
援
内
容

　

作
業
の
内
容
・
規
模
に
よ
り
、
必
要
と
な

る
消
耗
品
や
原
材
料
（
軍
手
・
ご
み
袋
・
草

刈
機
用
燃
料
・
花
苗
・
肥
料
・
資
材
な
ど
）

の
費
用
の
一
部
を
市
が
助
成
し
ま
す
。
た
だ

し
、
営
利
目
的
の
活
動
は
除
き
ま
す
。

申
し
込
み
手
続
き

　

平
成
24
年
度
の
支
援
を
希
望
さ
れ
る
団
体

は
、
作
業
届
出
書
を
作
成
し
、
計
画
に
基
づ

い
た
活
動
を
行
い
、
作
業
終
了
後
に
作
業
完

了
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
要

項
と
様
式
は
各
支
所
に
も
あ
り
ま
す
）。

募
集
期
間

２
月
20
日
（
月
）
～
３
月
15
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ建

設
整
備
課　

44
・
０
３
０
４

FAX

44
・
５
２
６
２

広報用イラスト応募作品
「伊勢エビ」

ペンネーム・半熟卵さん
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お知らせ

対　

象

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
り
、
全
３
回

の
講
座
を
受
講
可
能
で
、
講
座
修
了
後
、
市

の
介
護
予
防
事
業
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

人内　

容

介
護
予
防
に
役
立
つ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

と　

き

第
１
回　

２
月
27
日
（
月
）

第
２
回　

３
月
５
日
（
月
）	

第
３
回　

３
月
12
日
（
月
）

※
各
回
と
も
13
時
～
16
時

申
し
込
み
期
間

２
月
１
日
（
水
）
～
16
日
（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ふ
く
し
総
合
支
援
室　

44
・
０
２
８
０

FAX

44
・
５
２
６
0

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

　

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
協
働
で
作
成

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
「
志
摩
市
暮
ら
し

の
便
利
帳
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

こ
の
便
利
帳
は
、
印
刷
、
配
布
な
ど
の
経

費
は
す
べ
て
地
域
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
情

報
を
掲
載
す
る
広
告
収
入
で
賄
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
の
各
種
手
続
き
や
案
内
な
ど
の

行
政
情
報
や
観
光
、
医
療
情
報
な
ど
、
暮
ら

し
に
役
立
つ
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
暮
ら
し
の
便
利
帳
と
し
て
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

　

１
月
よ
り
全
戸
配
布
と
転
入
者
へ
の
窓
口

で
の
配
布
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
自
宅
へ
届

か
な
い
場
合
は
市
役
所
ま
た
は
各
支
所
の
窓

口
に
て
お
受
け
取
り
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
長
公
室　

44
・
０
２
０
０

FAX

44
・
５
２
５
２

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な

「
緑
の
募
金
」
を
活
用
し
、
森
林
の
整
備
、

緑
化
の
推
進
の
た
め
の
活
動
を
行
う
事
業
に

対
し
、
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
事
業

森
林
の
整
備
・
緑
化
の
推
進

交
付
金

１
事
業
あ
た
り
20
万
円
を
限
度

※
多
数
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
要
望

　

額
を
減
額
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
業
実
施
期
間

平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
２
月
末
ま
で

に
完
了
で
き
る
も
の

申
込
方
法

　

農
林
課
ま
た
は
各
支
所
に
あ
る
緑
の
募
金

交
付
事
業
募
集
要
領
を
ご
確
認
の
う
え
、
応

募
申
請
書
を
作
成
し
、必
要
書
類
（
位
置
図
、

写
真
な
ど
）を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

２
月
20
日
（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
緑
化
推
進
委
員
会
（
事
務
局
：
農
林
課
内
）

44
・
０
２
８
８

FAX

44
・
５
２
６
２

平
成
24
年
度

「
緑
の
募
金
」交
付
事
業
の
募
集

「
志
摩
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

を
発
刊
し
ま
し
た

　

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー『
あ
す
ぱ
～
る
』

で
は
、
市
民
活
動
力
あ
っ
ぷ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
第
３
回
目
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
企
画
）
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
人
、
市
民
活
動
力

を
ア
ッ
プ
し
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
講
師
の
お
話

を
聞
き
、
体
験
し
な
が
ら
楽
し
く
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

内　

容

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
企
画
）
の
イ
ロ
ハ

を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

講　

師

影か
げ
う
ら
こ
う
じ

浦
弘
司
さ
ん（
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）

と　

き

３
月
３
日
（
土
）
13
時
～
17
時

と
こ
ろ

阿
児
ア
リ
ー
ナ　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
『
あ
す
ぱ
ー
る
』

43
・
７
７
４
４

E-mail

asu-pearl@
s1.city.shim

a.m
ie.jp

開
館
時
間

９
時
～
17
時
30
分　

休
館
日

火
曜
・
水
曜
日

締
め
切
り

　

各
回
と
も
先
着
順
で
、
定
員
（
30
人
）
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
民
○活
動
力
あ
っ
ぷ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　

磯
部
図
書
室
は
、
施
設
移
転
の
た
め
２
月

１
日
（
水
）
か
ら
３
月
31
日
（
土
）
ま
で
休

館
と
な
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ磯

部
図
書
室　

55
・
２
８
８
１

FAX

55
・
２
９
３
５

磯
部
図
書
室
休
館
の
お
知
ら
せ
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市営住宅

１．申し込み期間　２月６日（月）～ 20日（月）
　　　　　　　　　８時 30 分～ 17 時 15 分（土・日・祝日の受付はありません）

２．募集戸数
（１）公営住宅　９団地、12 戸募集します。

団地名 ※構造 部屋数 建設年度 空家数 所在地

空
　
　
　
　
　
　
家

汐見成 3 団地 74 号 簡二 2DK 昭和 50 年 1 浜島町浜島

汐見成 4 団地 77 号 簡二 2DK 昭和 51 年 1 浜島町浜島

浦山団地 14 号 簡二 2DK 昭和 51 年 1 大王町船越

塩田岡団地 26 号 簡二 2DK 昭和 53 年 1 大王町船越

丸田団地 8205 号 簡二 2DK 昭和 56 年 1 大王町波切

金剛院前住宅 4・8 号 耐二 3K 昭和 61 年 2 志摩町片田

山寺住宅 16 号 簡二 2DK 昭和 51 年 1 志摩町和具

細田住宅 8 号 耐二 3LDK 平成 8 年 1 志摩町越賀

新迫間住宅 A 棟 3 号・5 号
簡二 3K 昭和 56 年 3 磯部町迫間

新迫間住宅 B 棟 6 号

※簡二…簡易耐火２階建（プレキャストコンクリート造）　　耐二…耐火２階建（鉄筋コンクリート造）
※市営住宅は、駐車場がありません（細田住宅・新迫間住宅を除く）

（２）特定公共賃貸住宅　２団地、３戸募集します。※家賃月額　45,000 円（駐車場１台あり）

団地名 ※構造 部屋数 建設年度 空家数 所在地

空
　
家

ベイサイド大方団地
はまゆう棟 104 号 中耐三 3LDK 平成 7 年 1 浜島町浜島

ベイサイド大方団地
あじさい棟 103 号・204 号 中耐三 3LDK 平成 10 年 2 浜島町浜島

※中耐三…中層耐火３階建（鉄筋コンクリート造）

３．申し込み場所　住宅営繕課（市役所３階）

４．申し込み方法　申込書は住宅営繕課または各支所にあります。募集要項をよく読み、必要書類を添えて
　　　　　　　　　提出してください。なお、申込書には必ず希望する団地名と号室を記入してください。

市営住宅入居者募集
住宅営繕課　 ４４・０３０６　FAX４４・５２６２
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お知らせ HPFAX
E-mail電　話 FAX Eメール ホームページ

国際交流協会
外国人住民対象防災セミナー

　市国際交流協会では、外国人住民
対象の防災セミナーを開催します。
　東日本大震災での現地の様子や、
東南海地震に備え、何をすべきかに
ついて一緒に考えます。
と　き　２月26日（日）
　　　　14時～ 16時
ところ　阿児アリーナ　体育指導室
料　金　無料　※参加を希望される
　　　　人はお申込みください。
　　　　当日参加可。
申し込み・問い合わせ
国際交流協会事務局　 55・0330

国有財産売却のお知らせ

　東海財務局津財務事務所では、以
下物件を一般競争入札で売却しま
す。
売却物件
所 在 地　大王町波切字石塚3939番1
地　　目　宅地（現況：宅地）
地　　積　1,181.01㎡
用途地域　都市計画区域内（指定なし）
最低売却価格　1,440万円
受付期間
２月９日（木）から15日（水）までに入
札書を提出
※手続き方法など、くわしくはお問

い合わせください。
問い合わせ
津財務事務所管財課売却担当

（059）222・9571

広 告

志摩市阿児町鵜方9-44　☎43・5911（代）

広 告 広 告

自衛官　採用試験のご案内
●自衛隊 幹部候補生
◇応募資格　20 歳以上 26 歳未満
　　　　　　※ 22 歳未満の人は大卒見込含む。大学院（専門職大学院除く）修士学位取得者は 28 歳未満
◇応募期間　２月 1 日（水）～４月 27 日（金）
◇試 験 日　１次試験　５月 12 日（土）・13 日（日）※ 13 日は飛行要員のみ

●予備自衛官補
◇応募資格　（一般）18 歳以上 34 歳未満の人
　　　　　　（技能）18 歳以上国家免許資格などを所有する人
　　　　　　　　　  ※資格により 53 ～ 55 歳未満の人
◇応募期間　１月 11 日（水）～４月４日（水）
◇試 験 日　４月 13 日（金）～ 16 日（月）

問い合わせ
自衛隊　伊勢地域事務所
伊勢市神久 2-1-58　 （0596）23・3880

国際交流協会　映画祭

　市国際交流協会では、国際交流に
関する映画祭を開催しています。
　今年度はバナナの木から紙をつく
る実在するプロジェクトをモチーフ
にした、邦画『ミラクルバナナ』を
上映いたします。
と　き　２月19日（日）13時～
ところ　市立図書館
　　　　ハイビジョンシアター
料　金　無料　※参加を希望される
　　　　人はお申込みください。
定　員　先着40人
申し込み・問い合わせ
国際交流協会事務局　 55・0330

学校法人協栄学園
伊勢志摩リハビリテーション専門学校　理学療法学科　昼間部4年制
伊勢市御薗町高向1658　http://www.kyoeigakuen.ac.jp/

伊勢志摩リハビリテーション専門学校
　　　　　　　　　　　　リハビリのスペシャリスト 理学療法士を育成

　　　　　　　　　　　　～可能性へのチャレンジ～

　　　　　　　　　　　　Open Campus 2012
　　　　　　　　　　　　2.12（日）10：00～
　　　　　　　　　　　　お問い合わせ　TEL.0596-24-2540
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♪
募集

「日本語学習支援者養成講座
（中級編）」受講者募集

と　き　３月３日（土）・４日（日）
　　　　13時～ 17時
ところ　鳥羽商工会議所
　　　　（鳥羽市大明東町1－7）
講　師　国際交流センター日本語教
師養成講座講師　船

ふなみかずひで

見和秀さん
対　象　伊勢市・鳥羽市・志摩市周
辺に住む、日本語教室などで外国人
住民に日本語指導経験のあるボラン
ティアの人
募集人数　20人
参加費　無料
申込期間　２月１日（水）～ 24日（金）
申込方法　（財）三重県国際交流財
団指定の書式（ホームページからダ
ウンロード可能）に必要事項を記入
し、ファックス、メール、郵送にて
お申し込みください。
申し込み・問い合わせ

（財）三重県国際交流財団
〒514－0009　津市羽所町700
アスト津3階

（059）223・5006
FAX（059）223・5007
E-mail mief@mief.or.jp
HP  http://www.mief.or.jp/

伊勢志摩フィルムコミッション
サポートスタッフなどの募集

　「エキストラ」「サポートスタッフ」
「ロケーションハンター」として、
テレビドラマや映画などの撮影にご
協力いただける人を募集しています。
ご登録いただいた人には随時メール
でフィルムコミッションニュースを
お送りしております。伊勢志摩での
撮影を皆さんの手で盛り上げてみま
せんか。ご登録は登録用サイトから
お願いします。
　くわしくは下記までお問い合わせ
ください。
問い合わせ
〒519－0609  伊勢市二見町茶屋111－1
伊勢市二見生涯学習センター 1階

（社）伊勢志摩観光コンベンション機構内
伊勢志摩フィルムコミッション

（0596）44・0800
FAX（0596）42・2929
E-mail info@iseshima-kanko.jp
登録用サイト
伊勢志摩FC
HP  http://www.iseshima-fc.jp/
携帯サイト
HP  http://www.iseshima-fc.jp/
home/melma/idxmb.html

見て！みて！志摩の国チャンネル ☆
今月のケーブルＴＶ行政チャンネルの番組をお知らせします。内容、時間などは
予告なく変更することがあります。
ケーブル TV　デジタル 123ch/ アナログ 6ch

２月１日～15日 ２月 16 日～ 29 日 番組紹介

毎　

時
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志摩の国 5 00
10
20
30
40
50

志摩の国 10 志摩の国 5・10
行政情報を動画でお知ら
せします。
志摩の国かわら版
行政情報を文字とナレー
ションでお知らせします。
内容は随時更新されてい
ます。

お天気・文字ニュース お天気・文字ニュース
かわら版 かわら版
志摩の国 5（再） 志摩の国 10（再）
お天気・文字ニュース お天気・文字ニュース
かわら版 かわら版

平成24年度志摩広域行政組合
臨時職員の登録募集

　志摩広域行政組合（花園寮、才庭
寮、ともやま苑、志摩福祉センター）
で平成24年度の臨時職員の登録募集
を行います。
登録募集職種
看護職員、介護職員、栄養士、調理
員、事務員、宿直員
応募資格
平成24年３月31日現在18歳以上
任　用
登録期間は、４月１日から平成25年
３月31日までとし、必要が生じた時
に登録者の中から選考により任用し
ます。ただし登録されても任用され
ない場合があります。
募集期間および任用方法
第１次募集
３月９日（金）まで
第２次募集
第１次募集終了の翌日から随時（た
だし、平成24年４月任用については、
原則第１次募集期間登録者の中から
任用します）。
賃金および採用条件
社会保険、雇用保険などは一定の基
準を満たした場合に加入します。
申込方法
組合が発行する申込書に履歴書（写
真付き）を添付して申し込んでくだ
さい。
申し込み・問い合わせ
阿児町神明1537－1
志摩広域行政組合事務局

（志摩特別養護老人ホーム才庭寮内）
43・2112

FAX43・7279

ボランティアスタッフ募集………………………………………
　「志摩ロードパーティ」は県最大級のスポーツイベントで、およそ 8,000 人のランナーが参加
します。このイベントにあなたもボランティアスタッフとして参加してみませんか？
●活動内容　コースボランティア・会場ボランティアほか
●活動場所　志摩スペイン村周辺
●活動日時　４月 22 日（日）　大会当日　８時 30 分～ 14 時【雨天決行】
●募集対象　高校生以上で健康に自信のある人（中学生以下も大歓迎。ただし、要引率）
●活動条件　報酬や交通費はありません。スタッフＴシャツ、お弁当（昼食）、志摩スペイン村
　　　　　　無料パスポート（大会当日、前日有効）などを提供。
●募集締切　３月 11 日（日）※くわしくは http://shima610party.blog.fc2.com/
●応募申込・問い合わせ　志摩ロードパーティ実行委員会　ボランティア受付係（平日 10 時～ 15 時）
　　　　　　　　　　　 43･6331　FAX 43･4449　E-mail srp48s@gmail.com
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？ 相談 HPFAX
E-mail電　話 FAX Eメール ホームページ

当たった！「無料」のはずだったのに…
「無料日帰りバス旅行」でのトラブルに注意！

事　例　スーパーで応募した「無料日帰り旅行」に当選した。途中で立ち寄った
　　　　宝石展示・販売所で、高額な磁気ネックレスを購入してしまった。

　目的地へ向かう途中で販売所を兼ねた「ミュージアム」などに立ち寄り、高
額な宝石類や毛皮製品類を購入。旅行ということで浮かれた気分になり、つい
買ってしまったが後悔している、店員に囲まれて断りきれなかった、帰って家
族に反対された、などの理由で、返品したいという相談が寄せられています。
クーリング ･ オフなどが可能な場合もありますが、まずは購入前に冷静になり、
よく考え、必要がなければきっぱりと断ることが重要です。
・購入前に一度、冷静になって考える。
・断ることは罪にはなりません。必要なければきっぱりと断りましょう。

消費生活に関する相談は…商工課　 44・0290

市こころの相談

　こころの病やこころの健康づくり
に関して、保健師による面接相談を
行います。
と　き　２月28日（火）
　　　　９時～ 12時、13時～ 16時
　　　　※要予約（前日正午まで）
ところ　総合保健センター
申し込み・問い合わせ
総合保健センター　 44・1100
磯部・大王保健センターでも随時相
談を受け付けています。
磯部 55・4011　大王 72・5963

こころの健康相談

　専門医や保健師によるこころの健
康相談を受け付けています。
と　き　２月23日（木）
　　　　13時～ 15時※要予約
ところ　県伊勢庁舎
　　　　（ヘルスサポート室）
問い合わせ　伊勢保健福祉事務所
　　　　　　 （0596）27・5148
　　　　　　FAX（0596）27・5253

年金事務相談

と　き　２月８日（水）
　　　　10時～ 12時、13時～ 15時
ところ　市商工会館　
持ち物　①年金手帳・基礎年金番号
通知書②職歴書③以前に年金加入期
間を調べたことがあればその回答④
年金受給者の人は年金証書または年
金額改定通知書など⑤印鑑
※配偶者がいる場合、①～④は配偶

者の分もご持参ください。
※代理人が相談するときは、委任状

が必要です。
問い合わせ
伊勢年金事務所
（0596）27・3601　FAX（0596）28・4311

特設人権相談

　近隣とのトラブルや、家庭内（夫婦、
親子など）の問題、相続、いじめや
体罰、職場でのセクハラなどでお悩
みの人は、お気軽にご相談ください。
と　き　２月16日（木）13時～ 15時
ところ　磯部生涯学習センター
問い合わせ
津地方法務局伊勢支局
（0596）28･6158　FAX（0596）28・6159

人権啓発推進課
44・0227　FAX44・5261

第8回志摩市ゴルフ大会参加者募集

と　き　３月30日（金）
ところ　近鉄賢島カンツリークラブ
申し込み・問い合わせ
近鉄賢島カンツリークラブ

43・1082　FAX43・1307

司法書士による無料登記相談会

と　き　２月10日（金）・24日（金）
　　　　両日とも13時～ 16時
ところ　市商工会館
※次回は３月９日（金）・23日（金）
　開催予定です。
問い合わせ　津地方法務局総務課
　　　　　　 （059）228・4191

司法書士による無料相談会

　三重県司法書士会伊勢支部では下
記のとおり無料相談会を開設します
ので、ご利用ください。
※予約は不要ですが、先着順となり
ますので混み合っている場合はお待
ちいただくこともあります。
と　き　２月19日（日）10時～ 15時
ところ　伊勢トピア（伊勢市生涯学
　　　　習センター２階学習室２）
　　　　伊勢市黒瀬町562番地12
　　　　 （0596）21・0900
問い合わせ
司法書士会伊勢支部　中北善明

（0596）36・5568
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人　口

この広報は、環境に配慮する
ため、植物油性のインキとグ
リーン購入法の基準を満たす
再生紙を使用しています。

「
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報
し
ま
」
は
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ご
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事故数/112件（13）　うち人身事故12件（－8）　物件100件（21）　死者数/０人（－1）　傷者数/14人（－9）

件数／3件（－5）　　　　　出動件数／294件（46）　　広域管内（南勢分署含）

1月の
データ

平成23年12月31日現在
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　大王崎は市の南東部に位置する岬で、大王埼灯台がそびえ立ち、遠州灘と熊野灘を二分しています。こ
の堂々たる大きな灯台が建設されるくらいですから、昔から海の難所として有名で、「伊勢の神

こうざき

崎、国
く ざ き

崎
の鎧

よろい

、波切大王なれりゃよい」とうたわれ、また、船乗り仲間では「大王の沖で難破しても船主は船頭に
その罪を問わない」と言い伝えがあったといいます。
　大王町のランドマークである大王埼灯台は、全国の登れる灯台 15 基 ( ※ 1) のうちの 1 つで、高さ 23
メートル、海上からの高さ 46 メートルの高さがあり太平洋の豪快な景色を望むことができます。灯台の
近くには第 3 種波切漁港（※２）があり、カツオ漁業をはじめとする沿岸漁業が盛んで、それを利用し
た鰹節店や干物を販売する店が軒を並べています。
　そして波切と言えば「坂の町」として有名で、雄大な太平洋、白亜の灯台、民家を縫うような坂道は独
特の情緒があり、筆を取ってみようかという気持ちもわからなくはありませんね。
※ 1　東日本大震災により塩

し お や さ き

屋碕灯台は、非公開となっており、現在、全国で登れる灯台は 14 基となっ
　　　ています。
※ 2　第 3 種漁港 - 利用範囲が全国的なもの。

編集・発行／志摩市　市長公室　〒517-0592  三重県志摩市阿児町鵜方3098-22
（0599）44-0200　    （0599）44-5252
くわしくは WEB で  志摩市役所  検索　　　　
shichokoshitsu@city.shima.lg.jp  　　　　

FAX

E-mail

HP
広報しまへのご感想・ご意見
をお寄せください。　　　　

全　域　総数56,533人（－100）　男26,581人（－46）　女29,952人（－54）　世帯数22,765世帯（－28）

地区別　浜島町5,108人（－13）　大王町7,401人（－21）　志摩町12,527人（－34）　阿児町22,985人（－5）　磯部町8,512人（－27）

（　）内の数字は
前月との比較です。

交　通

救　急火　災 （　）内の数字は
前年との比較です。

�

大王崎
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